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令和元年度 指定管理者モニタリングレポート 

（指定管理者の管理運営業務評価結果） 

施設名 ＪＲ久宝寺駅南自転車駐車場 

所在地 八尾市龍華町二丁目１番３５号 

所管課 都市整備部 都市交通課 

 

指定管理者 名 称 ミディ総合管理株式会社  

代表者 代表取締役社長 則竹 博安 

住 所 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2-1-37(東陽ビル 5F)  

指定期間 平成３１年４月１日 ～ 令和６年３月３１日（５年間） 

 

１．利用者の平等利用の確保及びサービスの向上 

○利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 評価結果 

 施設の利用日・利用時間及び職員の配置・体制は適切に運営されている。また、年末年始の

休業日においても、放置自転車防止の観点から施設内に駐車できるように配慮している。 

 利用者への接遇においてもアンケート結果にも反映しているように、職員への周知徹底を図

っている姿勢が伺える。 

利用者ニーズの把握を目的に「ご意見箱」の設置を継続して行ない、またフリーダイヤルや

お客様のご意見メールコーナーも開設し、利用者の意見・要望の把握に努め、利用者サービス

の向上をさせたいという意欲のもと、可能な範囲で実現できるよう努力を行なっている。 

 利用者からの苦情対応については、丁寧な説明に努めており、適切に市へ報告されている。

また、休業日や夜間における緊急事態発生時の報告連絡体制は整っている。 

提案された事業計画に基づき、電動空気入れの配備をはじめ、外国の方にも理解できる外国

語表記看板の設置や、小さな子ども連れのお客様に対してベビーカーの貸し出し等、計画した

事業が実施されている。また、自主事業として、レンタサイクル事業においては自転車台数の

確保に努め、またレインコートの販売を行う等、利用者ニーズに対応している。 

 スライドラックの利用にお困りの利用者へは可能な範囲でお手伝いをするとともに、高齢者

や障がい者の方、子ども連れの方については入口付近に優先コーナーを設置するなど、利用者

サービスに努めている。 

【利用者アンケート（利用者の満足度等）】  

①調査の概要（調査対象、調査時期、調査方法、回答状況） 

  ・調査対象：自転車駐車場定期利用者 

  ・調査時期：令和元年９月２０日～１０月３１日 

  ・調査方法：定期及び一時利用者に配布し、回収箱にて回収する。 

  ・回答状況：アンケート用紙４５０枚を配布し、７４枚を回収（回収率１６．４％） 

 ②アンケート結果の概要（利用者の満足度等） 

  ・施設職員の対応やマナーでは、６１．３％の方が「満足」していると回答。「普通」を合

せると９７．３％になる。 

・施設の防犯、防災体制では、４３．２％の方が「満足」していると回答。「普通」を合

せると９７．３％になる。 

・施設の清潔さでは、６１．６％の方が「満足」していると回答。「普通」を合せると９

１．８％になる。 

・施設の案内表示では、４１．７％の方が「満足」していると回答。「普通」を合せると

８７．５％になる。 

今後、「満足」感をアップさせるため、「普通」と感じている利用者への満足度を上げる取り 

組みが引き続き求められている。 

Ａ 
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２．公の施設の効用発揮 

○公の施設の効用を最大限に発揮されたか 評価結果 

 利用料金収入において、計画額に比べ実績額は、９５．１％であった。 

新型コロナウィルスの影響により収入は計画額に比べて減となったが、収支差額から納付額

算出式に基づく納付額が市へ納付された。 

支出削減に継続して努めており、今後もさらに有効な削減手法を検討している。 

 放置自転車をなくすための啓発活動時には、市及び市民と共に積極的に取り組んだ。 

 また、施設を「子ども１１０番の家」に登録し子ども達の安全安心の取り組みに協力すると

ともに、施設周辺の清掃を通じて、周辺地域との連携に努めている。 

 指定管理者独自の「災害対策マニュアル」に基づき、災害等の発生時への対応が職員に周知

されている。 

 

Ｂ 

 

３．適切な維持管理及び管理経費の縮減 

○公の施設の適切な維持及び管理が図られるとともに、その管理に係る経費の縮

減が図られたか 

評価結果 

 

 事業提案でもあったオートゲート設備の更新を迅速に行い、また施設の修繕が必要な箇所に

ついては即座に対応しており、利用者に不便を感じさせることのないように努めている。 

 施設内の清掃も適切に行われており、清掃中及び巡回中において場内での声掛けに努めなが

ら避難経路の確認と不審者確認を行なっている。 

 経費の縮減については絶えず意識し対処しているが、努力できる経費部分が限定されている

ことから、仕組みとしての確立には難しい側面がある。 

 

Ａ 

 
 

４．団体の人員、資産その他の経営規模及び能力 

○公の施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有し

ているか 

評価結果 

 

 収支計画に沿った内容で運営が行われており、経理区分も独立して管理されている。人員配

置や責任者等も適切に配置されている。 

 毎月の月報報告時はもとより、連絡並びに協議事項が生じる毎に連絡を取り合うことで、連

携を密にし情報の共有化を図っている。 

 また、（公社）八尾市シルバー人材センターを通じて高齢者雇用を積極的に進め、就労困難者

の雇用を行なっている。 

 

Ａ 

 

５．その他施設の性質または目的に応じた基準 

○その他市長が公の施設の性質又は目的に応じて別に定める基準を満たしたか 評価結果 

 施設管理者においては、自転車駐車場の設置目的及び関連法規を把握しており、管理運営に

携わっている。利用料金の取扱いは適切で、料金集計の確認は複数で行なうなど、ミスや不正

を防ぐ仕組みを設けている。 

 また、事業計画書等は所定の期間内に提出され、事業報告書等も所定の期間内に提出された。 

個人情報の管理も個人情報保護規程を遵守し、マニュアルに基づき管理されている。 

 

Ｓ 
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【総合評価】 

 評価の視点 得点率（評価）(ａ) 評価配点(ｂ) 評価点(ａ×ｂ) 

１ 利用者の平等利用の確保及びサービスの向上 85％（A） 14.6 12.4 

２ 公の施設の効用発揮 78.9％（B） 6.3 4.9 

３ 適切な維持管理及び管理経費の縮減 89.5％（A） 18.8 16.8 

４ 団体の人員、資産その他の経営規模及び能力 88.5％（A） 16.7 14.8 

５ その他施設の性質または目的に応じた基準 94.4％（S） 43.8 41.3 

合計 100 90.2 

 
 

総合評価 Ａ 
 

【モニタリング内容の総括】  

新型コロナウィルスの影響により利用者が減少し、目標としていた利用人数・利用料金収入を達成できず評

価２に関しては８０％を下回ることとなったが、評価２以外は８０％を超えており、９０％近いものや９０％

以上の評価もあり、基本協定書、年度協定書、管理運営業務仕様書に沿った管理運営が行われており、利用者

の満足度を向上するための自主事業にも積極的に取り組まれている。 

他市１５自治体の自転車駐車場・駐車場における公の施設の指定管理や直営の自転車駐車場・駐車場を運営

しているノウハウがあることもあり、利用者アンケートの調査結果においても、利用者からの評価も高く、運

営に不満を感じている利用者は数パーセントしかない。 

また、施設の性質や目的を充分理解し、修繕の必要な箇所の早期発見と早期対応を迅速に行なっており、利

用者に不便を感じさせることを最小限にとどめている。 

 

 

 

＜参考＞ 

■ 評価基準表（得点率で判断） 

Ｓ（90％以上） 業務推進に必要とする水準を満たすだけでなく、より高い水準での施設の管

理運営が行われ、積極的な創意工夫や改善活動を主体的に行っている 

Ａ（80％以上 90％未満） 業務推進に必要とする水準を満たしていると判断できる 

Ｂ（60％以上 80％未満） 業務推進に必要とする水準を十分に満たしていないと思われる 

Ｃ（60％未満） 業務推進が不十分で、今後支障をきたす可能性があり、改善の検討が必要と

思われる 

■「総合評価」の評価基準 

評価の視点ごとの得点率及び評価配点をもとに評価点を算出し、上記の評価基準表により評価を行う。 

ただし、総合評価がＳまたはＡとなるためには、評価基準表に定める得点率の基準（Ｓ：90％以上、Ａ：80％

以上）を満たした上で、以下の要件も満たす必要がある。 

 

 

 

 

 

総合評価がＳとなる要件 

５つの評価の視点の評価において、Ｓが３つ以上であること。 

総合評価がＡとなる要件 

 ５つの評価の視点の評価において、ＳまたはＡが３つ以上であり、かつ、Ｃがないこと。 

  

※得点率・評価配点・評価点については、原則として、小数点第２位を四捨五入

しているため、端数の関係上、評価配点の合計及び評価点の算定結果等が表上の

計算と整合しない場合がある。 


